
Baltimore-Kawasaki Delegation 誕生の歌 
 

1985 年夏、川崎市・ボルチモア市スカウト交流派遣プログラムが始まった。 

今から 40 年も前の出来事として記憶に留めるものだけでなく、今もなお、両市のスカウト

たち、ホストする家族たちが楽しく集うプログラムとして定着した。 

 

何もかも、手探りで作り上げたあの頃、国際交流が今ほど一般化していなかったときに、

あふれる情熱と勢いだけを頼りに始めたものの、切れ目ない試行錯誤の連続で私たちはより

良い交流派遣となるよう知恵を絞った。 

 

川崎とボルチモア相互の関係者が真剣に議論を重ねたその時に、様々な想いが交錯してこ

んなフレーズが浮かんだ・・・ 

『このプログラムが⾧く続けられることを願い、そして国境を越えて手をつなぎ、共に平

和な世界を築きあげよう。そんな未来を一緒に作ろう！』の願いを込めて作った言わばこの

プログラムのテーマソングである。 

 

当時、バンドメンバーとして活動していたボーイスカウトの仲間である⾧谷川博之氏が作

曲を担当し、作詞を濱田が、更に同バンドの仲間でスカウト OB でもある堀田信彦氏がアレ

ンジして[Make a Peaceful World]が交流派遣開始２年後の 1987 年に完成した。 

今は思い出の地となった SAJ 山中野営場や Baltimore Area Council が所有する Broad 

Creek Scout Reservation でのキャンプ、富士山登頂チャレンジ登山など思い出に残るプログ

ラムの数々を心に刻みこんで歌ったものである。 

 

そして、続く 1988 年 Baltimore Scout 達が来訪する年に、川崎のスカウトたちが待ちきれ

ない気持ちと最大級の歓迎の意味を込めて⾧谷川・堀田氏コンビが作曲した曲が「Pepsi 

Boys Coming」である。 

この曲は交流に参加した Baltimore Scout 達がリーダーの目を盗んではどこかへ行ってしま

うという、まるでペプシの泡のようだとおちゃめなスカウトをテーマにして軽快なリズムの

歌に仕上げている。この背景には、Pepsi Cola が「若さ」をアピールする飲料であり、クー

ルでトレンディーなイメージを持つことから採用されたもの。 

歌詞には、山中野営場で繰り広げられ Funny Bear Camp と Broad Creek での楽しい思い出

が表現されており、聞くたびに様々なシーンが蘇る。 

 

これからも持続可能なプログラムとして⾧く継続して欲しいと願うばかりである。 

 

2025 年 7 月  

日本ボーイスカウト川崎地区協議会 

濱田 雅弘 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


